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は
じ
め
に

　

池
大
雅
（
一
七
二
三
〜
一
七
七
六
）
は
日
本
文
人
画
の
大
成
者
と
言
わ
れ
る
。

二
十
代
に
「
勤
」
と
い
う
名
で
本
格
的
に
画
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の

作
品
は
、
三
十
代
に
お
い
て
徐
々
に
天
衣
無
縫
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
成
熟
期
へ
向

か
っ
た
。
そ
の
絵
画
様
式
が
完
成
し
て
い
な
い
二
十
代
の
試
み
の
時
期
に
は
、

成
熟
し
て
行
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
雅
の
青
年
期
に
お
い
て
、
具

体
的
な
年
紀
が
あ
る
作
品
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
丙
寅
年
、
つ

ま
り
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）、
大
雅
が
二
十
四
歳
の
時
に
描
い
た
「
風
雨
起

龍
図
」（
以
下
「
起
龍
図
」
と
略
称
）
は
特
に
注
目
さ
れ
る
（
図
１
）。
こ
の
作

品
は
、「
起
龍
図
」
と
い
う
画
題
を
取
り
上
げ
た
大
雅
唯
一
の
作
品
で
あ
り
、

筆
致
、
構
図
、
画
題
の
す
べ
て
に
お
い
て
他
の
二
十
代
の
作
品
と
は
異
な
る
新

し
い
創
作
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
大
雅
は
二
十
四
歳
の
頃
に
「
起
龍
図
」

の
よ
う
な
希
少
な
画
題
を
選
ん
で
非
常
に
緻
密
な
筆
致
で
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
十
代
の
池
大
雅
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、「
風
雨
起
龍
図
」

に
つ
い
て
の
本
格
的
な
先
行
研
究
は
稀
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
「
風

雨
起
龍
図
」
図
様
の
由
来
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
吉
澤
忠
氏
と
武
田
光
一
氏
は

そ
れ
ぞ
れ
論
文
の
中
で
大
雅
の
「
起
龍
図
」
と
伝
明
代
画
「
風
雨
起
龍
図
」（
談

山
神
社
旧
慈
門
院
陶
原
家
蔵
、
以
下
「
陶
原
家
本
」
と
い
う
）
及
び
『
八
種
画

譜
』
と
の
関
係
を
論
述
し
て
い
る
）
1
（

。「
起
龍
図
」
は
中
国
絵
画
史
に
お
い
て
長

い
歴
史
を
持
つ
画
題
で
あ
り
、
文
献
に
よ
れ
ば
東
晋
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
、
宋
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
も
多
く
の
「
起
龍
図
」
作
品
が
存
在
し
て

い
る
。

　

本
論
文
で
は
、「
起
龍
図
」
の
歴
史
を
遡
る
こ
と
を
通
じ
て
、
大
雅
の
明
代

起
龍
図
様
式
に
対
す
る
受
容
と
超
越
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、「
風
雨
起

龍
図
」
に
お
い
て
、
龍
の
形
象
が
「
無
角
龍
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
理
由
、

及
び
起
龍
図
に
お
け
る
龍
に
関
す
る
隠
喩
を
分
析
し
、「
風
雨
起
龍
図
」
だ
け

で
な
く
、
大
雅
後
期
に
お
け
る
類
似
作
品
「
騰
雲
飛
滔
図
」
と
「
起
龍
図
」
の

創
作
背
景
を
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
若
い
画
家
と
し
て
の
池
大
雅
の

飛
躍
へ
の
志
向

│
│ 

池
大
雅
筆
「
風
雨
起
龍
図
」
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て 

│
│

李
　
　
　
　
　
田

早稲田大学大学院文学研究科紀要 第70輯（2025年3月）
Bulletin of the Graduate School of Letters, Arts and Sciences of Waseda University Vol.70 (Mar.2025)



791（300）

理
想
と
志
を
論
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
と
陶
原
家
本
「
風
雨
起
龍
図
」

　

大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
で
、
縦
一
四
八
・
二
セ
ン
チ
、

横
四
〇
・
九
セ
ン
チ
の
寸
法
を
有
す
る
。
制
作
年
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）、

大
雅
が
数
え
年
で
二
十
四
歳
の
作
品
で
あ
る
。作
品
の
右
脇
の
落
款
に
は
、「
丙

寅
夏
日
寫
於
來
青
館
池
勤
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
池
勤
字
公
敏
」
白
文
方
印
と
、

「
竹
居
」
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
る
。
來
青
館
と
い
う
室
名
は
、
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
の
「
樂
志
論
圖
卷
」（
梅
澤
記
念
館
蔵
）
に
も
確
認
さ
れ
、
大
雅
が

二
十
代
半
ば
頃
に
使
用
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
池
勤
と
い
う
姓
名
は
、

寛
保
二
年
大
雅
二
十
歳
に
当
た
り
、
二
条
樋
ノ
口
町
か
ら
聖
護
院
村
に
移
転
し
、

と
も
か
く
筆
を
と
っ
て
生
計
を
た
て
る
こ
と
に
決
心
し
、
名
を
改
め
て
勤
と
い

い
、
字
を
公
敏
と
し
た
。「
勤
」
と
い
う
新
し
い
名
に
つ
い
て
は
、
儒
者
津
坂

東
陽
（
一
七
五
六
〜
一
八
二
五
）
の
随
筆
『
薈
瓚
録
』
に
「
池
無
名
初
め
は
勤

と
名
付
く
。
江
村
北
海
に
請
う
て
命
じ
た
り
」
と
あ
り
、
大
雅
と
い
う
名
は
北

海
が
命
名
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
名
の
よ
る
と
こ
ろ
は
、
中
国
の
古
典

に
出
る
「
処
事
勤
敏
」（『
北
齊
書
』、
卷
四
十
五
、「
文
苑
傳
」「
顏
之
推
傳
）
2
（

」）

と
い
う
記
述
に
拠
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
二
十
七
歳
に
「
無
名
」

と
改
名
す
る
ま
で
こ
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
竹
居
は
柳
里
恭
の
別
号
で
あ

る
「
淇
園
」
が
や
は
り
竹
か
ら
思
い
つ
い
た
号
な
の
で
、
里
恭
を
慕
っ
て
竹
に

因
み
竹
居
を
号
と
し
た
の
だ
と
い
う
）
3
（

。

　
「
風
雨
起
龍
図
」
に
見
ら
れ
る
丹
念
な
描
写
に
よ
る
密
度
の
高
い
画
面
構
成

は
、
彼
の
二
十
代
前
半
の
作
品
と
は
大
き
く
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。
画
面
は
激 図１　「風雨起龍図」池大雅　個人蔵
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し
い
風
雨
の
中
、
崖
に
あ
る
書
斎
の
窓
の
前
で
、
高
士
が
外
の
奇
妙
な
景
色
を

眺
め
て
い
る
。
窓
の
外
に
は
大
き
な
樹
木
が
風
雨
に
揺
れ
、
右
下
方
に
は
石
橋

の
下
に
逆
巻
く
川
が
表
現
さ
れ
、
視
線
を
上
方
に
移
動
す
る
と
、
大
波
の
中
か

ら
現
れ
た
龍
が
空
に
向
か
っ
て
飛
翔
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
画
面
最
上
端
の
部
分
に
は
、
米
法
に
よ
る
山
容
が
雲
煙
に
隠
れ
た
中
に
配

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
大
雅
の
作
品
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
定
番
の
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
米
法
山
水
は
、
中
国
の
文
人
画
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
技
法
で
あ
り
、

大
雅
が
そ
の
描
き
方
を
模
倣
し
、
試
み
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

米
法
山
水
の
遠
山
は
、
先
行
作
例
の
画
家
に
よ
る
起
蟄
図
や
起
龍
図
に
は
登
場

し
な
い
た
め
、
大
雅
独
自
の
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

画
面
は
下
か
ら
上
へ
、
近
景
、
中
景
、
遠
景
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
近
景

に
は
中
国
の
文
人
画
で
よ
く
現
れ
る
書
斎
、
山
並
み
、
雑
樹
、
石
橋
、
川
が
描

写
さ
れ
る
一
方
で
、
中
景
は
超
現
実
的
な
想
像
世
界
で
あ
り
、
狂
暴
な
雲
水
の

間
に
、
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
龍
が
描
か
れ
て
い
る
。
遠
景
は
重
な
り
合
う
山

並
み
で
構
成
さ
れ
、
画
面
全
体
に
奥
行
が
強
く
表
現

さ
れ
て
い
る
。
中
景
か
ら
遠
景
は
幻
想
的
な
空
想
の

世
界
で
あ
り
、
龍
に
対
応
す
る
雲
・
山
・
波
・
風
・

雨
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
一
方
の
下
部
は
人
間
の

世
界
で
あ
り
、
実
在
の
人
物
で
あ
る
高
士
と
童
子
、

そ
し
て
文
人
画
に
お
い
て
常
に
高
士
・
童
子
と
一
緒

に
登
場
す
る
書
斎
・
橋
・
木
・
川
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
空
想
の
世
界
と
人
間
の
世
界
が
共
に
「
起
龍
図
」

を
形
作
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
二
つ
の
世
界
に

お
い
て
「
高
士
」
と
「
龍
」
が
対
照
的
に
描
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

吉
澤
忠
氏
に
よ
る
と
、
大
雅
は
談
山
神
社
旧
慈
門

院
陶
原
家
の
伝
明
代
画
「
風
雨
起
龍
図
」（
図
２
）

を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
）
4
（

。
陶
原
家

本
（
縦
一
三
五
セ
ン
チ
・
横
一
〇
一
セ
ン
チ
）
は
無

図２　「風雨起龍図」伝桑亭　談山神社旧慈門院陶原家蔵
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落
款
で
あ
る
が
、
浙
派
の
筆
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
箱
書
に
は
「
談
峯

慈
門
院
什
物
盛
辨
附
之
」
と
い
う
墨
書
が
あ
り
、
同
筆
と
思
わ
れ
る
押
紙
に

「
右
桑
亭
、
書
画
譜
中
無
之
、
書
画
譜
五
拾
六
巻
中
二
明
桑
栄
云
有
、
又
同
巻

二
明
桑
華
ト
云
有
、
右
二
人
中
カ
、
桑
栄
ノ
誤
ナ
ラ
ン
カ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
作
品
の
筆
者
は
桑
亭
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

押
紙
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
桑
亭
と
い
う
画
人
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な

い
。
ま
た
、『
佩
文
斎
書
画
譜
』
五
十
六
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
桑
栄
及
び
桑

華
も
、
こ
の
作
品
の
筆
者
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彭
城
百
川
が

か
つ
て
同
院
の
障
壁
画
「
山
水
図
床
貼
付
」
を
制
作
す
る
際
に
も
、
こ
の
作
品

を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
）
5
（

。
大
雅
も
陶
原
家
本
を
目
に
し
た
可
能
性
が
あ
り
、

時
期
は
不
明
だ
が
、
大
雅
は
高
芙
蓉
と
と
も
に
談
山
神
社
千
手
院
を
訪
れ
た
際

に
伝
黄
公
望
筆
「
天
池
赤
壁
図
」（
藤
田
美
術
館
蔵
）
を
閲
覧
し
た
と
い
い
（『
介

石
画
話
』）、
そ
う
し
た
機
会
に
当
地
に
伝
わ
る
他
の
中
国
絵
画
も
見
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
）
6
（

。
そ
こ
で
、
談
山
神
社
子
院
慈
門
院
、
つ
ま
り
今
陶
原
家
が
所
蔵

し
て
い
る
「
風
雨
起
龍
図
」
か
ら
分
析
を
試
み
る
。

　

陶
原
家
本
は
、
細
か
く
描
か
れ
た
楼
閣
、
波
、
樹
木
が
特
徴
的
で
あ
る
。
画

面
の
橋
の
位
置
か
ら
見
る
と
、
本
来
こ
こ
は
川
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の

中
腹
に
は
楼
閣
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
画
面
で
は
川
は
洪
水
に
よ
っ

て
水
没
し
、
元
の
地
形
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
洪
水
は
絵
の
三
分
の
二
ま

で
達
し
、
ま
だ
水
没
し
て
い
な
い
家
屋
や
樹
木
が
見
え
る
。
画
面
の
一
番
右
側

に
は
、
洪
水
の
中
か
ら
水
柱
が
空
に
向
け
て
伸
び
、
龍
が
飛
び
出
し
て
い
る
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
。
楼
閣
や
家
屋
の
中
に
は
慌
て
騒
ぐ
人
々
の
姿
が
見
え
、

画
面
全
体
に
洪
水
が
氾
濫
し
、
す
べ
て
が
飲
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
雅
の
「
起
龍
図
」
と
陶
原
家
本
に
は
多
く
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。
両

作
品
は
、
と
も
に
波
か
ら
龍
が
現
れ
る
様
子
を
描
写
し
て
お
り
、
建
築
物
や
波

の
描
写
に
も
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
陶
原
家
本
が
大
雅
の
「
起
龍
図
」
の
制
作

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
裏
付
け
る
確
か
な
証
拠
と
し
て
、
双
方
に
描
か
れ
て

い
る
右
下
の
樹
木
が
挙
げ
ら
れ
る
。
比
較
す
る
と
、
右
下
の
二
本
の
樹
木
の
形

姿
や
幹
、
葉
叢
の
描
写
が
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
右
側
の
木
は
左
側
の
木
よ

り
も
高
く
、
葉
叢
が
風
に
揺
れ
る
様
子
ま
で
も
が
模
写
さ
れ
た
よ
う
に
似
て
い

る
。
左
下
の
低
い
木
の
幹
は
、
両
作
品
と
も
ま
ず
左
に
向
か
っ
て
伸
び
て
か
ら

右
へ
曲
が
り
、
枝
も
同
様
に
左
に
向
か
っ
て
生
え
て
か
ら
右
に
曲
が
る
。
枝
分

か
れ
す
る
位
置
も
類
似
す
る
。
ま
た
、
右
側
に
あ
る
や
や
高
い
木
に
は
、
根
元

に
穴
が
あ
り
、
枝
の
曲
が
り
角
に
も
穴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
細
か
い
類
似
点
か

ら
、
大
雅
は
陶
原
家
本
の
画
題
や
構
図
だ
け
で
な
く
、
右
下
の
樹
木
ま
で
も
完

全
に
模
倣
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
点
の
起
龍
図
に
は
、
相
違
点
も
ま
た
少
な
く
な
い
。
大

雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
は
縦
の
長
さ
が
横
幅
の
三
倍
を
超
え
る
細
長
い
掛
け
軸

で
あ
る
一
方
で
、
陶
原
家
本
は
ほ
と
ん
ど
正
方
形
に
近
く
、
画
面
比
率
の
相
違

に
よ
っ
て
作
品
の
構
図
も
異
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
大
雅
の
「
風
雨
起
龍

図
」
は
下
辺
の
書
斎
と
橋
と
い
う
近
景
、
龍
と
波
と
い
う
中
景
、
上
端
の
山
容

と
い
う
遠
景
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
陶
原
家
本
に
は
遠
山
の
部
分
は
描
か
れ
ず
、

代
わ
り
に
洪
水
が
画
面
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
陶
原
家
本
に
は
幾
重
に
も

重
な
る
楼
閣
と
住
宅
が
あ
り
、
多
数
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
大
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雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
に
は
文
人
の
書
斎
し
か
な
く
、
人
物
も
高
士
と
童
子
の

二
人
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
大
雅
の
「
起
龍
図
」
は
中
景
に
描
か
れ
る
波
が
朦

朧
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
陶
原
家
本
に
は
よ
り
明
晰
な
波
が
描
か
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
陶
原
家
本
の
龍
の
描
写
は
簡
潔
に
見
え
る
が
、
一
方
の
大
雅

の
龍
は
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
近
景
で
は
、
大
雅
の

「
起
龍
図
」
で
は
両
岸
と
石
橋
が
水
没
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
陶
原
家
本

で
は
木
橋
が
ほ
と
ん
ど
水
没
し
そ
う
な
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

大
雅
と
陶
原
家
本
は
、
構
図
や
描
写
に
お
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
で
は
主
人
公
で
あ
る
高
士
が
堅
固
な
書
斎
か

ら
外
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
陶
原
家
本
で
は
主
人
公
が
お
ら
ず
、

人
々
を
脅
か
す
恐
ろ
し
い
災
難
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
陶
原
家
本
の
主
題
と
樹
木
の
描
写
か
ら
見
る
と
、
大
雅
は
陶
原
家

本
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
二
つ
の
作
品
に
は
相
当
な
相
違
が
確
認

で
き
る
。
大
雅
の
作
品
に
は
、
他
の
起
龍
図
の
図
様
が
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
武
田
光
一
氏
は
、
大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
は
、

八
種
画
譜
『
六
言
唐
詩
画
譜
）
7
（

』
の
三
図
「
村
居
」（
図
３
）
8
（

）
を
参
考
に
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
）
9
（

。
大
雅
が
画
譜
を
参
考
に
す
る
際
に
は
、

画
面
を
左
右
反
転
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
確
か
に
「
村
居
」
を

左
右
反
転
さ
せ
る
と
、
書
斎
、
高
士
、
童
子
と
龍
の
配
置
が
大
雅
の
「
風
雨
起

龍
図
」
と
類
似
す
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
大
雅
が
「
村
居
」
を
元
に
し
て
「
風

雨
起
龍
図
」
を
制
作
し
た
の
か
ど
う
か
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
村

居
」
と
「
風
雨
起
龍
図
」
と
は
い
く
つ
か
の
主
な
モ
チ
ー
フ
が
共
通
す
る
も
の

の
、
両
者
の
間
を
隔
て
る
大
き
な
差
異
と
飛
躍
は
、
大
雅
の
創
造
力
だ
け
で
は

十
分
に
説
明
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大
雅
が
参
考
に

し
た
の
が
『
六
言
唐
詩
画
譜
』「
村
居
」
や
陶
原
家
本
の
み
な
ら
ず
、
他
の
中

国
絵
画
で
あ
っ
た
可
能
性
を
以
下
で
探
求
し
て
い
き
た
い
。
窗
体
底
端

二
、
大
雅
の
「
起
龍
図
」
と
中
国
の
「
起
蟄
図
」

　
「
起
龍
図
」
と
呼
ば
れ
る
画
題
は
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
あ
る
も
の
の
、
日

本
で
は
珍
し
い
画
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
は
中
国
に
お
い
て
は
「
起
蟄

図
」
と
呼
ば
れ
、
現
存
す
る
「
起
蟄
図
」
に
は
作
品
名
や
画
題
が
画
面
に
記
さ

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
明
代
の
画
家
仇
英
（
一
四
九
四
〜
一
五
五 図３　八種画譜『六言唐詩画譜』村居
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二
）
の
「
春
龍
起
蟄
図
」、
尤
求
（
生
卒
年
不
詳
）
の
「
風
雲
起
蟄
図
」、
清
代

の
画
家
袁
江
（
一
六
六
二
〜
一
七
三
五
）
の
「
春
雷
起
蟄
龍
図
」、
王
素
（
一

七
九
四
〜
一
八
七
七
）
の
「
春
雷
起
蟄
図
」、
楊
柳
谷
（
生
卒
年
不
詳
）
の
「
春

雷
起
蟄
図
」
な
ど
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
陶
原
家
本
の
「
風
雨
起
龍
図
」
と

い
う
名
称
は
、
中
国
で
は
「
起
蟄
図
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
中
国
の
文
献
に
お
け
る
「
起
蟄
図
」
を
遡
及
し
て
み
る
。
明
代
の
文

人
で
あ
る
文
震
亨
（
一
五
八
五
〜
一
六
四
五
）
は
、『
長
物
志
』
巻
五
書
画
「
懸

画
月
令
」
に
お
い
て
「
起
蟄
図
」
に
言
及
し
て
い
る
。
文
震
亨
は
字
を
啓
美
と

い
い
、
文
徴
明
（
一
四
七
〇
〜
一
五
五
九
）
の
曾
孫
で
あ
る
。
文
氏
一
族
は
、

曾
祖
父
で
あ
る
文
徴
明
を
は
じ
め
、
詩
文
や
書
画
に
優
れ
た
人
材
を
多
数
輩
出

す
る
。
そ
の
た
め
、
文
震
亨
の
『
長
物
志
』
の
記
載
は
非
常
に
権
威
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
巻
五
書
画
「
懸
画
月
令
」
で
は
、
一
年
の
節
気
ご

と
に
ど
の
よ
う
な
絵
画
を
掛
け
る
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と
や
、
作
品
の
機
能
性

に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

十
二
月
宜
鐘
馗
、
迎
福
、
驅
魅
、
嫁
魅
。
臘
月
廿
五
，
宜
玉
帝
、
五
色

雲
車
等
圖
。
至
如
移
家
則
有
葛
仙
移
居
等
圖
。
稱
壽
則
有
院
畫
壽
星
、
王

母
等
圖
。
祈
晴
則
有
東
君
，
祈
雨
則
有
古
畫
風
雨
神
龍
、
春
雷
起
蟄
等
圖
。

立
春
則
有
東
皇
太
乙
等
圖
，
皆
隨
時
懸
掛
，
以
見
歳
時
節
序
。
若
大
幅
神

圖
，
及
杏
花
燕
子
、
紙
帳
梅
、
過
墻
梅
、
松
柏
、
鶴
鹿
、
壽
星
之
類
、
一

落
俗
套
、
斷
不
宜
懸
。
至
如
宋
元
小
景
、
枯
木
、
竹
石
四
幅
大
景
、
又
不

當
以
時
序
論
也
）
10
（

。（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

　

文
震
亨
は
年
初
か
ら
年
末
ま
で
の
十
二
ヶ
月
に
渡
り
、
ど
の
よ
う
な
絵
画
を

飾
る
べ
き
か
に
つ
い
て
山
水
、
花
鳥
、
人
物
、
神
像
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

に
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。

　

傍
線
部
は
、
祈
雨
を
目
的
と
し
た
「
風
雨
神
龍
、
春
雷
起
蟄
等
圖
」
に
言
及

し
て
お
り
、「
晴
れ
を
祈
る
に
は
、東
君
）
11
（

が
あ
り
、雨
を
祈
る
に
は
、古
画
の
「
風

雨
神
龍
図
」
や
「
春
雷
起
蟄
図
」
と
い
っ
た
絵
が
あ
る
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち

明
代
に
は
、「
起
蟄
図
」
が
祈
雨
の
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
画
題
は
中
国
で
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
文
献
上
で
は
、『
宣
和
画
譜
』
に
記

録
さ
れ
た
東
晋
時
代
の
顧
愷
之
の
「
春
龍
出
蟄
図
」
が
初
出
と
さ
れ
る
。『
宣

和
画
譜
』、
つ
ま
り
北
宋
の
徽
宗
朝
に
お
け
る
内
府
所
蔵
絵
画
目
録
卷
一
に
は

以
下
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　

…
則
愷
之
之
畫
所
以
傳
於
世
者
、
宜
罕
見
之
也
。
今
禦
府
所
藏
九
：
凈

名
居
士
圖
一
、
三
天
女
美
人
圖
一
、
夏
禹
治
水
圖
一
、
黃
初
平
牧
羊
圖
一
、

古
賢
圖
一
、
春
龍
出
蟄
圖
一
、
女
史
箴
圖
一
、
斲
琴
圖
一
、
牧
羊
圖
一
…
）
12
（

　

こ
こ
で
は
「
春
龍
出
蟄
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
献
記
録
を
「
起

蟄
図
」
に
関
す
る
記
載
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
顧
愷
之
の
「
春
龍
出
蟄
図
」

は
現
存
せ
ず
、『
長
物
志
』
の
よ
う
に
雨
乞
い
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
か
ど

う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
『
宣
和
画
譜
』
以
外
に
、
北
宋
の
李
廌
（
一
〇

五
九
〜
一
一
〇
九
）
の
『
徳
隅
齋
畫
品
』
に
も
「
起
蟄
図
」
に
関
す
る
記
載
が
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あ
る
。
同
書
は
『
宣
和
画
譜
』
よ
り
少
し
早
い
が
、
そ
の
中
で
北
宋
皇
孫
・
趙

徳
麟
（
一
〇
六
四
〜
一
一
三
四
）
が
所
蔵
す
る
二
十
二
点
の
傑
出
し
た
絵
画
を

論
じ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
も
ま
た
現
存
し
て
い
な
い
が
、
同
書
に

は
、
唐
代
の
画
家
孫
位
が
描
い
た
「
春
龍
起
蟄
図
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。

　

春
龍
起
蟄
圖 
蜀
文
成
殿
下
道
院
軍
將
孫
位
所
作
。
山
臨
大
江
有
二
龍

自
山
下
出
、
一
龍
蜿
蜒
驤
首
、
雲
間
水
隨
雲
氣
布
上
、
雨
自
爪
鬣
中
出
。

魚
蝦
隨
之
或
半
空
而
隕
、
一
龍
尾
尚
在
穴
前
、
踞
大
石
而
蹲
、
舉
首
望
雲

中
、
意
欲
俱
往
、
怒
爪
如
腥
、
草
木
盡
靡
、
波
濤
震
駭
、
澗
谷
瀰
漫
、
山

下
橋
路
皆
沒
山
中
、
居
民
老
小
聚
觀
、
闔
戸
闞
牖
、
人
人
驚
畏
、
若
屋
顛

墜
、
筆
勢
超
軼
、
氣
象
雄
放
、
非
其
胸
中
磊
落
不
凡
、
能
窺
神
物
變
化
窮

究
百
物
情
狀
未
易
能
也
。
位
後
名
異
、
蓋
遇
異
人
得
度
世
法
、
信
乎
。
非

俗
士
也
）
13
（

。

　

著
者
で
あ
る
李
廌
は
、
作
品
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
山
に

臨
む
大
江
に
二
つ
の
龍
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
つ
は
空
に
飛
ん
で
お
り
、
も
う

一
つ
は
ま
だ
穴
前
の
石
に
留
ま
り
、
雲
を
見
上
げ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
と
い
う
。
周
囲
に
は
風
雨
が
激
し
く
、
川
は
大
荒
れ
で
、
橋
は
山
に
沈
ん
で

い
る
。
人
々
は
戸
を
閉
め
て
窓
の
外
を
眺
め
な
が
ら
奇
妙
な
光
景
に
驚
い
て
い

る
。
孫
位
の
「
春
龍
起
蟄
圖
」
で
は
龍
が
二
匹
で
あ
る
か
ら
、
大
雅
の
「
風
雨

起
龍
図
」
と
は
異
な
る
画
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
宣
和
画
譜
』
の
「
出
蟄
図
」
や
、『
徳
隅
齋
畫
品
』
の
「
春
龍
起
蟄
図
」
な

ど
を
含
め
、
東
晋
か
ら
晚
唐
に
か
け
て
、「
起
蟄
図
」
と
い
う
画
題
が
主
流
の

画
家
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

文
献
の
み
な
ら
ず
、
現
存
す
る
「
起
蟄
図
」
を
見
る
と
、
北
宋
か
ら
清
代
に

か
け
て
、
時
代
ご
と
に
異
な
る
画
面
構
成
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
現

存
す
る
中
国
の
「
起
蟄
図
」
を
整
理
し
、
様
式
や
画
題
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　

画
面
か
ら
観
察
す
る
と
、
北
宋
の
燕
粛
が
描
い
た
「
春
雷
起
蟄
図
」
は
客
観

的
な
自
然
描
写
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
体
的
に
も
写
実
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が

感
じ
ら
れ
る
。
科
学
者
で
あ
っ
た
燕
粛
）
14
（

（
九
六
一
│
一
〇
四
〇
）
は
画
中
に
龍

を
描
き
こ
ま
ず
、
自
然
現
象
を
記
録
す
る
手
段
と
し
て
神
秘
性
を
排
除
し
た
と

言
え
る
。
明
代
に
な
る
と
、
仇
英
や
尤
求
の
「
起
蟄
図
」
は
文
人
や
童
子
、
書

斎
、
激
し
い
波
と
飛
び
出
す
龍
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
描
か
れ
、
大
雅
の
「
起
龍

図
」
と
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
清
代
に
入
る
と
、
川
の
氾
濫
や

激
し
い
風
雨
の
表
現
か
ら
、
春
景
の
描
写
へ
と
変
化
す
る
。
袁
江
の
「
春
雷
起

蟄
龍
」
で
は
桃
の
花
が
満
開
で
あ
り
、
春
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
光
景
が
描
か

れ
、
全
体
的
に
は
安
定
し
た
春
の
行
楽
図
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
進
み
、
清

朝
後
期
の
王
素
と
楊
柳
谷
の
「
春
雷
啓
蟄
図
」
は
、
明
の
様
式
か
ら
完
全
に
脱

却
し
、
楽
し
そ
う
な
農
家
の
春
耕
図
に
な
っ
た
。
以
上
よ
り
、
現
存
す
る
起
蟄

図
か
ら
は
、
様
式
と
画
題
が
時
代
の
美
意
識
に
伴
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　

以
上
に
あ
げ
た
う
ち
、
龍
が
登
場
す
る
明
代
の
二
点
の
「
起
蟄
図
」
に
絞
り

込
ん
で
考
え
て
み
れ
ば
、
大
雅
の
「
起
龍
図
」
は
明
代
の
「
起
蟄
図
」
と
酷
似
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し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
明
代
の
画
家
・
仇
英
（
一

四
九
四
〜
一
五
五
二
）
の
「
春
龍
起
蟄
図
」（
図
４
）
は
大
雅
の
起
龍
図
と
モ

チ
ー
フ
が
似
て
お
り
、
両
者
と
も
文
人
・
童
子
・
書
斎
・
波
・
龍
な
ど
の
要
素

を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
仇
英
は
、
字
を
実
父
、
号
を
十
洲
と
い
い
、
明
代
の

職
業
画
家
で
あ
り
、
十
六
世
紀
前
半
の
嘉
靖
年
間
に
活
躍
し
た
。
江
蘇
省
太
倉

の
下
層
階
級
の
出
身
で
、
後
に
呉
県
に
移
住
し
て
い
る
。
彼
は
周
臣
の
弟
子
と

な
り
、
古
画
を
研
究
し
て
そ
の
臨
模
な
ど
に
よ
っ
て
卓
抜
な
る
職
人
的
技
巧
を

習
得
し
、
人
物
、
鳥
獣
、
山
林
、
楼
閣
、
車
馬
な
ど
、
多
く
の
画
題
を
描
い
た

が
、
と
く
に
風
俗
的
な
人
物
、
仕
女
図
に
名
を
馳
せ
た
。
仇
英
の
「
春
龍
起
蟄

図
」
に
は
、
右
側
の
中
腹
に
文
人
の
書
斎
が
描
か
れ
て
お
り
、
高
士
が
外
を
眺

め
、
童
子
が
書
斎
の
外
に
立
ち
、
右
手
の
袖
を
持
ち
上
げ
て
激
し
い
風
雨
を

遮
っ
て
い
る
。
画
面
中
央
は
氾
濫
し
た
川
で
、
両
岸
に
は
揺
れ
て
い
る
大
き
な

樹
木
が
描
か
れ
る
。
仇
英
の
「
春
龍
起
蟄
図
」
は
、
明
ら
か
に
宮
廷
様
式
の
画

風
で
あ
り
、
波
や
人
物
、
建
築
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
龍
は
画
面
左
上
の

雲
間
に
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
ぼ

ん
や
り
し
た
影
の
よ
う
に
極
め
て

簡
略
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。

　

明
代
の
現
存
す
る
も
う
一
幅
の

起
蟄
図
は
、
尤
求
（
生
卒
年
不
詳
）

の
「
風
雲
起
蟄
図
」
で
あ
る
。
尤

求
は
、
字
を
子
求
と
い
い
、
長
洲

（
現
在
の
蘇
州
）
の
人
。
後
に
太

倉
に
移
住
し
、
明
朝
中
後
期
に
活

躍
し
た
。
彼
は
山
水
画
と
人
物
画
に
堪
能
で
あ
り
、
白
描
に
優
れ
た
。
尤
求
の

「
風
雲
起
蟄
図
」
に
は
、
大
雅
・
仇
英
と
同
じ
く
文
人
・
童
子
・
書
斎
・
波
・

龍
な
ど
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
尤
求
の
「
起
蟄
図
」
は
宮
廷
様

式
よ
り
も
文
人
画
風
の
傾
向
が
強
く
、
書
斎
の
屋
根
や
木
橋
、
山
の
皴
法
と
樹

木
の
筆
法
な
ど
は
典
型
的
な
文
人
風
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

大
雅
の
「
起
龍
図
」
は
仇
英
の
「
起
蟄
図
」
よ
り
も
尤
求
の
「
風
雲
起
蟄
図
」

（
図
６
）
15
（

）
と
の
共
通
点
が
多
く
、
両
者
の
画
面
中
の
橋
の
位
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
龍
も
細
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
を
反
転
す
る
と
、
構
図
も
非
常
に

似
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
雅
の
「
起
龍
図
」
に
お
い
て
橋
の

左
側
に
描
か
れ
た
二
本
の
樹
木
を
左
右
反
転
す
る
と
、
尤
求
画
の
橋
の
右
側
に

あ
る
樹
木
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
だ
。
両
者
の
樹
木
は
と
も
に
書
斎
下

の
橋
側
の
岩
上
に
描
か
れ
て
お
り
、
樹
木
の
形
を
見
る
と
、
大
雅
の
「
起
龍
図
」

と
尤
求
の
「
起
蟄
図
」
は
双
方
と
も
幹
が
橋
の
方
向
に
傾
斜
し
て
お
り
、
橋
に

図４　春龍起蟄図　明　仇英

図５　春龍起蟄図（局部）明　仇英
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近
い
樹
木
の
幹
の
同
じ
所
に
は
二
つ
の
穴
が
あ
り
、
も
う
一
本
の
根
に
は
三
つ

の
穴
が
あ
り
、
両
者
の
形
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
偶
然
の
類
似
と
は
思
わ
れ
ず
、

大
雅
が
尤
求
の
「
風
雲
起
蟄
図
」
を
間
接
的
に
受
容
し
た
か
、
も
し
く
は
中
国

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
尤
求
様
式
の
類
似
作
品
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と

筆
者
は
考
え
る
。

　

仇
英
や
尤
求
が
活
躍
し
た
明
代
の
蘇
州
地
域
に
は
「
起
蟄
図
」
と
い
う
画
題

を
描
く
定
型
が
広
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尤
求
と
仇
英

は
と
も
に
同
じ
地
域
で
同
時
代
に
活
躍
し
た
職
業
画
家
で
あ
り
、
二
人
の
「
起

蟄
図
」
の
ス
タ
イ
ル
は
非
常
に
似
て
い
る
。『
蘇
州
府
志
』
に
よ
れ
ば
尤
求
は

仇
英
の
娘
婿
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
伝
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
誤
伝
は
尤
求
と
仇
英
が
お
互
い
の
作
品
に
類
似
性
が
あ
る
こ
と

を
示
す
証
拠
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
「
起
蟄
図
」

に
は
、
同
じ
画
面
構
成
（
文
人
、
童
子
、
書
斎
、
龍
の
組
み
合
わ
せ
）
が
用
い

ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
同
じ
く
明
代
に
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
『
八
種
画
譜
』

の
「
村
居
」
図
に
も
同
様
の
図
が
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
八

種
画
譜
』
の
『
六
言
唐
詩
画
譜
』
の
序
言
の
中
で
は
こ
の
よ
う
な
内
容
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

選
唐
詩
六
言
、
求
名
公
以
書
之
、
又
求
名
筆
以
畫
之
、
俾
覽
者
閲
詩
以

探
文
之
神
、
摹
字
以
索
文
之
機
、
繪
畫
以
窺
文
之
巧
、
一
舉
而
三
善
備
矣
。

（『
六
言
唐
詩
画
譜
』
新
都
程
涓
撰
序
言
）
16
（

）

　

序
文
に
よ
れ
ば
、
画
譜
は
唐
詩
六
言
を
選
び
、
有
名
な
書
家
と
画
家
を
求
め

て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。
版
本
は
広
範
な
受
容
層
を
持
ち
、
流
通
性
が
高
い
媒

体
で
あ
る
か
ら
。
選
ば
れ
る
の
は
最
も
一
般
的
で
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
図

案
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
村
居
」
図
も
明
代
の
江
南
地
域
で

流
行
し
た
「
起
蟄
図
」
の
様
式
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
武
田
光
一
氏
は
大
雅
が
『
六
言
唐
詩
画
譜
』
の
「
村
居
」
図
を
典
拠

に
し
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
大
雅
が
直
接
参
考
に
し
た
の

は
「
村
居
」
図
で
は
な
く
、
明
代
「
起
蟄
図
」
の
模
本
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
大
雅
の
二
十
代
の
作
品
を
見
る
と
、『
楽
志
論
図
巻
』
は
蘇
州
画
家
唐
寅

の
『
事
茗
図
巻
』、
ま
た
『
密
林
草
堂
図
』
で
は
同
じ
く
蘇
州
画
家
の
仇
英
の

『
東
林
図
』
を
模
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
）
17
（

、
大
雅
は
二
十
代
の
頃
に
蘇
州
画
家

の
作
品
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

図６　風雲起蟄図　明　尤求
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三
、「
無
角
龍
」
か
ら
大
雅
の
志
向
を
探
る

　
『
長
物
志
』
に
よ
る
と
、「
起
蟄
図
」
は
祈
雨
に
関
す
る
画
題
で
あ
る
が
、
大

雅
が
本
作
品
を
作
っ
た
延
享
三
年
頃
（
一
七
四
六
）
に
は
京
都
で
干
ば
つ
が
発

生
せ
ず
）
18
（

、
当
時
は
「
起
蟄
図
」
を
描
く
と
い
う
伝
統
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
二
十
四
歳
の
大
雅
が
「
風
雨
起
龍
図
」
の
よ
う
な
特
殊
な
題
材
を

繊
細
な
筆
使
い
で
描
く
の
は
、
単
に
祈
雨
の
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
龍
角
は
龍
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
調
査
し

た
限
り
、
明
代
の
「
起
蟄
図
」
と
「
神
龍
図
」
の
全
て
の
作
品
に
お
い
て
、
龍

に
は
角
が
描
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
雅
は
あ
え
て
無
角
龍
を
描
い

た
（
図
７
）。
本
章
で
は
、「
起
蟄
図
」
と
い
う
画
題
と
「
無
角
龍
」
に
隠
さ
れ

た
文
化
的
隠
喩
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
青
年
画
家
大
雅
の
理
想
と
志
を

解
明
し
た
い
。

　

中
国
文
化
に
お
け
る
「
蟄
」
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。『
説
文
解
字
』
の
「
蟄
、
藏
也
」
に
よ
れ
ば
、「
蟄
」
は
「
隠
れ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、『
易
・
繫
辞
下
』
に
は
「
龍
蛇
之
蟄
、
以
存
身
也
」
と
あ
る

よ
う
に
、
龍
や
蛇
が
身
を
隠
す
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、『
爾
雅
・
釈
詁
』

「
蟄
、
靜
也
」
に
よ
る
と
、「
蟄
」
と
は
「
静
か
な
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

『
疏
』「
啓
蟄
、
言
始
發
蟄
也
」
に
は
「
啓
蟄
」
と
い
う
節
気
は
動
物
が
蟄
居
か

ら
出
て
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、

「
蟄
龍
」
と
は
、
隠
れ
て
い
る
龍
を
意
味
し
、
時
を
得
な
い
英
雄
を
喩
え
る
こ

と
が
あ
る
。
曹
松
の
『
題
甘
露
寺
詩
』
に
は
「
旦
暮
然
燈
外
、
潮
頭
振
蟄
龍
」

と
あ
り
、
朱
熹
の
詩
に
は
「
君
看
蟄
龍
臥
三
冬
、
頭
角
不
與
蛇
爭
雄
」
と
あ
り
、

蘇
軾
の
『
檜
詩
』
に
は
「
根
到
九
泉
無
曲
處
、
世
間
惟
有
蟄
龍
知
」
と
あ
る
）
19
（

。

こ
れ
ら
の
詩
に
よ
り
、
蟄
龍
が
時
を
得
な
い
英
雄
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

二
十
四
歳
の
青
年
画
家
池
大
雅
は
画
壇
で
ま
だ
頭
角
を
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

幼
い
頃
か
ら
神
童
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
大
雅
は
、
蟄
龍
の
よ
う
に
、
自
分
が

ま
だ
時
を
得
な
い
才
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
大
雅
は
蟄
龍

に
つ
い
て
の
隠
喩
は
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
自
分
自
身
を
蟄
龍
に
喩
す
る
可 図７　「風雨起龍図」（局部）池大雅
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能
性
は
高
か
っ
た
と
言
え
る
。『
近
世
畸
人
伝
』
の
大
雅
伝
に
は
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。「
漢
法
の
山
水
を
画
は
じ
め
た
る
こ
ろ
、
扇
面
に
図
し
て
自

携
へ
、
近
江
、
美
濃
、
尾
張
の
国
々
に
售
ん
と
す
。
人
多
怪
て
買
者
な
し
。
於

是
空
し
く
京
へ
帰
ら
ん
と
て
、
瀬
田
の
橋
を
わ
た
る
時
其
扇
を
出
し
、
こ
と
ご

と
く
湖
水
に
投
じ
て
曰
、
是
を
も
て
竜
王
を
祭
る
と
）
20
（

」
扇
面
作
品
が
売
れ
な

か
っ
た
た
め
、
彼
は
残
っ
た
扇
子
を
琵
琶
湖
に
投
げ
入
れ
て
、
龍
王
を
祭
る
と

称
し
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
か
ら
は
、
大
雅
の
豪
放
な
性
格
や
画
家
と
し
て
世

に
認
め
ら
れ
な
い
苦
悩
が
窺
え
る
。

　

明
代
の
尤
求
や
仇
英
の
「
起
蟄
図
」
に
は
龍
の
角
が
描
か
れ
て
お
り
、
仇
英

の
龍
は
非
常
に
簡
略
で
は
あ
る
が
龍
角
の
形
を
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
５
）。
ま
た
、『
八
種
画
譜
』
に
も
「
村
居
」
の
龍
に
は
龍
角
が
描

か
れ
て
い
る
（
図
３
）。
日
本
の
作
品
に
お
い
て
も
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で

は
角
の
な
い
龍
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
大
雅
の
「
起
龍
図
」
は
龍
鱗
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
緻
密
で
あ
る
た
め
、
龍
角
を
描
き
落
と
し
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。

　

大
雅
が
な
ぜ
龍
の
角
を
描
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
た
め
に

は
、
中
国
の
古
典
文
献
に
お
け
る
角
の
な
い
龍
に
つ
い
て
の
記
述
を
追
跡
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
中
国
で
は
、
角
の
な
い
龍
は
主
に
「
螭
」
と
「
蛟
」
の
二
種
類

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。『
大
漢
和
辭
典
』
に
よ
る
と
、「
螭
」
は
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。『
説
文
』「
螭
、
若
龍
而
黃
、
北
方
謂
之
地
螻
、
或
云
、
無
角

曰
螭
。」『
後
漢
書
、
張
衡
傳
、
亘
螭
龍
之
飛
梁
、
注
』「
廣
雅
曰
、
無
角
曰
螭

龍
也
。」『
埤
雅
』「
無
角
曰
螭
龍
。」『
註
』「
文
穎
曰
、
龍
子
爲
螭
。
張
揖
曰
、

赤
螭
、
雌
龍
也
。」『
補
注
』「
宋
祁
曰
、
韋
昭
曰
、
螭
、
似
虎
而
鱗
。」

　

こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
る
と
、
螭
は
角
が
な
く
、
子
の
龍
ま
た
は
雌
龍
で
、
虎

に
似
て
鱗
が
あ
る
な
ど
の
説
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
蛟
」
に
つ
い
て
の

文
献
は
、『
説
文
繫
傳
』「
蛟
、
龍
之
屬
也
、
池
魚
滿
三
千
六
百
、
蛟
來
為
之
長
、

能
率
魚
飛
、
置
笱
水
中
、
卽
蛟
去
。」『
埤
雅
』「
蛟
、
其
狀
似
蛇
、
而
四
足
細
頸
、

頸
有
白
嬰
、
大
者
數
圍
、
卵
生
眉
交
、
故
謂
之
蛟
。
亦
蛟
能
交
首
尾
束
物
焉
，

故
謂
之
蛟
也
。」『
山
海
經
、
中
山
經
』「
翼
望
之
山
、
其
中
多
蛟
。『
注
』
蛟
、

龍
類
也
。」『
注
』「
龍
無
角
曰
蛟
。」『
説
文
』「
蛟
、
龍
屬
、
無
角
曰
蛟
。」『
一

切
經
音
義
』「
母
龍
曰
蛟
」
な
ど
が
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
蛟
に
関
し
て
は
、
螭
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
が
あ
り
、
ま
た
、
蛟

と
蛇
は
比
較
的
似
て
お
り
、
水
中
に
生
息
し
て
い
る
と
い
っ
た
特
徴
も
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
蛟
龍
」
に
関
す
る
文
献
資
料
に
は
、
以
下
の
記
述

が
見
え
る
。『
莊
子
、
秋
水
』「
夫
水
行
不
避
蛟
龍
者
、
漁
夫
之
勇
也
。」『
荀
子
、

勸
學
』「
積
水
成
淵
、
蛟
龍
生
焉
。」『
呂
覽
、
諭
大
』「
水
大
則
有
蛟
龍
。」『
楚

辭
、
嚴
忌
、
哀
時
命
』「
蛟
龍
潛
於
旋
淵
兮
。」『
孔
子
家
語
、
困
誓
』「
竭
澤
而

漁
、
則
蛟
龍
不
處
其
淵
）
21
（

。」
上
記
の
文
献
で
は
、
蛟
竜
が
淵
、
即
ち
深
水
の
中

に
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
蛟
」
は
「
螭
」
よ
り
も
、
形
姿
と
生
息
環

境
が
「
起
龍
図
」
に
描
か
れ
る
龍
に
合
致
し
て
い
る
た
め
、
大
雅
の
「
無
角
龍
」

は
蛟
龍
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

中
国
の
百
科
辞
典
『
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
蛟
」
の
図
像
と
、
大
雅
の
「
無

角
龍
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。『
三
才
図
会
』
は
、
明
の

万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
年
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
一
六
〇
九
年
に
出
版
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さ
れ
た
。
こ
の
書
は
王
圻
と
王
思
義
の
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
三
才
と
は

天
・
地
・
人
を
指
し
、
万
物
を
意
味
す
る
。
世
界
の
多
様
な
事
物
を
、
天
文
、

地
理
、
人
物
、
時
令
、
宮
殿
、
器
用
、
身
体
、
衣
服
、
人
事
、
儀
制
、
珍
宝
、

文
史
、
鳥
獣
、
草
木
の
十
四
部
門
に
分
け
て
説
明
し
て
お
り
、
各
項
目
に
は
図

が
付
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、

『
三
才
図
会
』
に
触
発
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
蛟
」（
図
８
）
22
（

）
と
大
雅
の
「
無
角
龍
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
角
を
持
た
ず
、
頭
部
が
右
に
向
き
、
胴
体
は
横

向
き
で
あ
り
、
口
を
大
き
く
開
け
て
咆
哮
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
頭
の
毛
が

上
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
体
部
の
屈
曲
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
鼻
の
前
の
ひ
げ
も

前
方
へ
伸
び
て
い
る
。
細
部
を
見
る
と
、
両
者
の
顎
に
四
つ
の
三
角
形
の
突
起

が
あ
り
、
後
ろ
足
の
曲
が
っ
た
角
度
と
爪
の
形
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
大

雅
は
制
作
に
あ
た
っ
て
『
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
蛟
」
の
画
像
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
に
は
別
に
「
龍
」（
図
９
）
23
（

）
の
挿
絵
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
「
龍
」

は
「
蛟
」
と
は
異
な
り
、
角
が
あ
り
、
体
の
半
分
が
波
に
隠
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
細
部
が
「
蛟
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
龍
」
は
「
蛟
」
に
比
べ
て

体
が
太
く
、
四
肢
も
力
強
そ
う
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
雅
が
描
い
た

の
は
「
龍
」
で
は
な
く
「
蛟
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
推
測
を
し
て
い
る
。
中
国
で
は
、「
蛟
」
は

明
確
な
出
世
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
意
味
が
「
龍
」
よ
り
も
明
確
で

周
知
で
あ
っ
た
。
古
代
中
国
の
文
献
に
お
い
て
も
、
出
世
し
た
英
雄
た
ち
は
常

に
蛟
龍
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。「
蛟
龍
得
水
」
と
い
う
成
語
は
、『
北
史
、
楊
大

眼
傳
』
に
由
来
し
、
そ
の
原
文
は
「
太
和
中
、
將
南
伐
、
李
沖
典
選
征
官
、
楊

大
眼
往
求
、
弗
許
、
大
眼
出
一
枝
、
見
者
驚
嘆
、
沖
遂
用
為
軍
王
、
大
眼
顧
謂

同
僚
曰
、
吾
之
今
日
、
所
謂
蛟
龍
得
水
之
秋
、
自
此
一
舉
、
不
復
與
諸
君
齊
列

矣
」。「
蛟
龍
得
水
」
は
志
を
得
る
喩
、
英
雄
が
時
を
得
て
憑
る
所
を
得
る
喩
で

図８　『三才図会』蛟

図９　『三才図会』龍
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あ
る
。「
蛟
龍
得
雲
雨
，
終
非
池
中
物
」
は
『
呉
志
、
周
瑜
傳
』
の
「
劉
備
有

梟
雄
之
姿
、
而
有
關
羽
・
張
飛
熊
虎
之
將
、
逼
非
屈
為
人
用
者
、
今
猥
割
土
地
、

以
資
業
之
、
聚
此
三
人
、
俱
在
疆
場
、
恐
蛟
龍
得
雲
雨
、
終
非
池
中
物
）
24
（

」
に
由

来
す
る
熟
語
で
あ
り
、
傍
線
部
の
「
蛟
龍
得
雲
雨
，
終
非
池
中
物
」
は
蛟
龍
が

雲
雨
を
得
て
天
に
登
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
英
雄
が
一
朝
時
を

得
れ
ば
大
い
に
伸
長
し
、
遂
に
霸
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
喩

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
蛟
龍
得
水
」
と
「
蛟
龍
得
雲
雨
、
終
非
池
中
物
」
は
、

い
ず
れ
も
才
能
の
あ
る
人
が
あ
る
き
っ
か
け
を
得
れ
ば
、
出
世
で
き
る
こ
と
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
漢
学
に
詳
し
い
大
雅
は
、
以
上
の
「
蛟
」
の
成
語
や
詩
句

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
大
雅
が
「
起
龍
図
」
に
わ
ざ
と
「
蛟
龍
」

を
描
い
た
の
は
、
当
時
二
十
四
歳
の
志
を
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

大
雅
の
生
涯
に
お
け
る
龍
に
関
す
る
作
品
は
、「
風
雨
起
龍
図
」
に
加
え
て

も
う
一
つ
あ
り
、「
騰
雲
飛
濤
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
者
が
青
年
期
に
描

か
れ
た
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
四
十
代
以
降
の
中
年
期
に
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
「
騰
雲
飛
濤
図
」（
図
10
）
も
龍
を
題
材
と
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

直
接
的
に
龍
を
描
く
の
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
風
雨
渦
巻
く
波
濤
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
描
く
こ
と
で
、
昇
龍
の
勢
い
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
作
品
は
、
大
雅
が
出
雲
に
旅
行
し
た
際
に
滞
在
し
た
勝
部
家
の
五
代
・
本

右
衛
門
友
直
宅
で
嫡
男
貞
次
郎
の
誕
生
を
祝
い
、
描
き
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

作
品
に
年
紀
は
な
い
が
、
書
風
と
使
用
印
か
ら
お
お
よ
そ
四
十
代
半
ば
頃
の
作

品
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
「
騰
雲
飛
濤
図
」
は
、
紙
本
墨
画
で
、
縦
一
三
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
五
九
・

一
セ
ン
チ
。
右
幅
に
騰
雲
を
、
左
幅
に
飛
濤
を
、
刷
毛
な
ど
も
用
い
て
、
全
紙

に
近
い
大
幅
の
縦
横
に
力
強
く
塗
写
す
る
。「
騰
雲
図
」
に
行
書
で
「
非
雲
足

不
踏
」
と
書
し
、
そ
の
右
側
に
、
前
詞
を
「
陳
人
張
正
見
應
龍
句
」
と
隷
書
で

書
し
て
関
防
を
捺
す
。「
飛
濤
図
」
は
、
前
者
と
対
句
と
な
る
五
言
「
舉
則
沖

天
翔
」
を
記
し
た
後
に
「
作
之
當
畫
龍
之
需
云　

霞
樵
無
名
」
と
款
記
し
、「
霞

樵
」
の
朱
文
連
印
を
鈐
し
て
い
る
）
25
（

。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
陳
人
張
正
見
の
『
應
龍
篇
』
に
お
け

る
「
非
雲
足
不
踏
、
舉
則
冲
天
翔
」
と
い
う
二
句
で
あ
る
。
張
正
見
は
、
中
国

図10　「騰雲飛濤図」池大雅
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南
北
朝
時
代
の
文
人
で
あ
り
、
梁
朝
か
ら
陳
朝
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
彼
は
梁

の
元
帝
に
仕
え
て
お
り
、『
應
龍
篇
』
の
中
で
翼
を
持
つ
龍
と
さ
れ
る
「
應
龍
」

を
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
「
應
龍
」
は
『
山
海
経
』
な
ど
に
も
登
場
し
、
雨
を
も

た
ら
す
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、「
非
雲
足
不
踏
、舉
則
冲
天
翔
」

と
い
う
二
句
は
、
雲
で
な
け
れ
ば
足
を
踏
ま
ず
、
一
旦
挙
が
れ
ば
天
空
を
翔
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
句
の
意
味
を
十
分
に
理
解
す

る
た
め
に
は
、『
應
龍
篇
』
の
全
詩
を
解
読
す
る
必
要
が
あ
る
。

應
龍
未
起
時
。
仍
在
淵
底
藏
。

非
雲
足
不
蹈
。
舉
則
沖
天
翔
。

譬
彼
野
蘭
草
。
幽
居
常
獨
香
。

清
風
播
四
遠
。
萬
里
望
芬
芳
。

隱
居
課
頤
志
。
自
見
焉
得
彰
。

　
『
應
龍
篇
』
の
一
行
目
と
二
行
目
は
、「
龍
」
を
主
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
は
、
應
龍
が
ま
だ
起
き
て
い
な
い
時
、
淵
の
底
に
隠
れ
て
お
り
、
雲
で
な
け

れ
ば
足
を
踏
ま
ず
、
挙
が
れ
ば
則
ち
天
を
沖
い
て
翔
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
行
目
と
四
行
目
は
「
蘭
」
を
主
題
と
し
て
、
野
生
の
蘭
は
幽
居
に
お
い
て
、

常
に
独
り
香
を
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
香
は
清
風
に
乗
っ
て
遠
い
所
ま
で
漂
い
、

万
里
に
及
ん
で
芬
芳
を
広
げ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
龍
と
蘭
は
い
ず
れ
も
、

世
に
隠
れ
て
い
て
も
、
い
ず
れ
時
を
得
て
世
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
例
え
と

な
っ
て
い
る
。
最
後
の
二
句
で
は
立
派
な
隠
棲
者
は
、
自
分
の
志
向
を
磨
き
上

げ
、
無
理
に
誇
示
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
大

雅
自
身
の
若
き
日
の
懊
悩
に
対
す
る
回
顧
、
お
よ
び
勝
部
家
に
生
ま
れ
た
嫡
男

に
対
す
る
祝
福
と
期
待
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
に
描
き
こ
ま
れ
た
高
士
は
、

蛟
龍
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
存
在
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
左
下
に
隠
棲
す
る

高
士
の
身
な
り
は
「
葛
巾
布
袍
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
隠
士
特
有
の
も
の
で
、
隠

士
は
書
斎
に
い
る
一
方
、
蛟
龍
は
水
を
得
て
空
を
飛
ん
で
お
り
、
つ
ま
り
起
蟄

し
て
き
た
蛟
龍
は
隠
士
の
精
神
の
外
化
、
即
ち
可
視
化
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。
隠
士
は
龍
の
よ
う
に
蟄
伏
の
状
態
か
ら
天
に
登
っ
て
志
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
上
空
へ
と
飛
び
上
が
る
「
無
角
龍
」
は
、
大
雅
に
と
っ

て
非
常
に
率
直
な
自
己
表
現
で
あ
り
、
世
に
顕
れ
る
こ
と
を
願
う
彼
の
思
い
を

表
し
て
い
る
。「
風
雨
起
龍
図
」
の
背
後
に
あ
る
隠
喩
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

青
年
画
家
池
大
雅
の
出
世
志
向
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
　
語

　

本
稿
で
は
大
雅
の
「
起
龍
図
」
が
、
陶
原
本
及
び
『
六
言
唐
詩
画
譜
』「
村
居
」

図
を
参
考
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
明
代
の
「
起
蟄
図
」
の
模
本
も
参
考
に
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
明
代
の
蘇
州
で
は
、「
起
蟄
図
」
に

は
書
斎
・
高
士
・
童
子
・
龍
と
い
う
固
定
し
た
モ
チ
ー
フ
が
形
成
さ
れ
た
が
、

大
雅
の
「
風
雨
起
龍
図
」
は
こ
の
よ
う
な
図
式
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
風
雨
起
龍
図
」
に
お
い
て
最
も
重
要
な
点
は
、
大
雅
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が
単
に
中
国
明
代
の
「
起
蟄
図
」
を
参
考
に
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
二
十

四
歳
の
才
能
あ
ふ
れ
る
文
人
画
家
が
そ
こ
に
、
隠
棲
か
ら
出
世
へ
の
願
望
を
表

現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
上
よ
り
「
風
雨
起
龍
図
」
は
、
青
年
期
に
お
け
る

大
雅
の
作
品
を
研
究
し
、
そ
の
周
辺
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と

考
え
ら
れ
る
。

注

（
1
） 　

武
田
光
一
「
池
大
雅
に
お
け
る
画
譜
に
よ
る
制
作
」（『
美
術
研
究
』
三
四
八
、
一
九

九
〇
年
）。
武
田
氏
は
、
池
大
雅
が
画
譜
に
お
け
る
画
像
の
参
照
を
要
約
し
、
そ
の
中

で
「
風
雨
起
龍
図
」
は
「
村
居
」
と
い
う
一
図
が
『
八
種
画
譜
』
を
参
考
に
し
た
と
述

べ
ら
れ
る
。
吉
澤
忠
「
彭
城
百
川
筆
陶
原
家
襖
絵
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
八
二
五
、
一

九
六
〇
年
）。
吉
澤
氏
は
、
池
大
雅
が
陶
原
家
所
蔵
の
明
代
の
絵
画
「
風
雨
起
龍
図
」

か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
る
。

（
2
） 　

李
百
藥
『
北
齊
書
』
中
華
書
局
、
一
九
七
二
年
を
参
照
。

（
3
） 　

池
大
雅
と
作
品
「
風
雨
起
龍
図
」
に
つ
い
て
は
「
河
野
元
昭
「
大
雅
二
十
代
の
作
品

│
沈
鬱
と
偏
執
と
緊
張
」（『
國
華
』
一
二
八
九
号
、
二
〇
〇
三
、
七
頁
）
を
参
照
。

（
4
） 　

吉
澤
忠
「
彭
城
百
川
筆
陶
原
家
襖
絵
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
八
二
五
号
、
一
九
六
〇

年
、
四
七
七
〜
四
七
八
頁
）。
な
お
、
筆
者
は
現
地
調
査
の
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
陶
原
家
所
蔵
の
「
風
雨
起
龍
図
」
の
図
様
は
、
同
論
文
中
の
白
黒
画
像
に
よ
っ

た
。

（
5
） 　

前
掲
注（
4
）参
照
。

（
6
） 　

京
都
国
立
博
物
館
「
特
別
展　

池
大
雅
：
天
衣
無
縫
の
旅
の
画
家
」
展
覧
会
図
録
（
二

〇
一
八
）

（
7
） 　

黄
鳳
池
『
六
言
唐
詩
画
譜
』
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
年
）。

（
8
） 　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
引
用

（
9
） 　

武
田
光
一
「
池
大
雅
に
お
け
る
画
譜
に
よ
る
制
作
」（『
美
術
研
究
』
三
四
八
、
一
九

九
〇
年
）。

（
10
） 　

文
震
亨
、
屠
隆
、
陳
剣
『
長
物
志
』、
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
11
） 　

太
陽
神
と
し
て
中
国
の
先
秦
時
代
の
楚
国
で
信
仰
さ
れ
た
。

（
12
） 　
『
宣
和
畫
譜
』、
世
界
書
局
、
一
九
七
四
年
。

（
13
） 　

李
廌
撰
『
徳
隅
齋
畫
品
』、
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
六
年
。

（
14
） 　

脱
脱
撰
『
宋
史
』、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。

（
15
） 　

尤
求
筆
「
風
雲
起
蟄
図
」、
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
）。
中
国
美
術
館
蔵
。

（
16
） 　

前
掲
注（
7
）参
照
。

（
17
） 　

前
掲
注（
6
）参
照
。

（
18
） 　

北
山
茂
夫
『
京
都
の
歴
史
』、
立
志
社
書
房
、
一
九
九
〇
年
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
一

七
四
〇
年
か
ら
一
七
四
五
年
に
か
け
て
京
都
で
は
何
度
も
洪
水
が
起
き
て
お
り
、
大
雨

に
な
ら
ぬ
よ
う
祈
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
19
） 　

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
十
、
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
、
一
〇
五
一
九
頁
。

（
20
） 　

伴
蒿
蹊
著
、
三
熊
花
顛
画
、
宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
畸
人
伝
』、
平
凡
社
、
一
九

七
二
年
。

（
21
） 　

前
掲
注（
7
）参
照
。

（
22
） 　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
王
圻
纂
集
『
三
才
図
会
』（
鳥
獣
巻
五

鱗
類
）
萬
暦
三
七
年
序
刊
（
一
六
〇
九
年
）「
蛟
」
の
図
版
。

（
23
） 　

前
掲
注（
25
）参
照
「
龍
」
の
図
版
。

（
24
） 　

前
掲
注（
19
）参
照
。

（
25
） 　

前
掲
注（
7
）参
照
、
一
三
七
頁
。

図
版
出
典

図
１

、
10　
『
特
別
展
池
大
雅
：
天
衣
無
縫
の
旅
の
画
家
』
京
都
国
立
博
物
館　

二
〇
一
八

図
２　

吉
澤
忠
「
彭
城
百
川
筆
陶
原
家
襖
絵
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
八
二
五
号
、
一
九
六
〇

年
、
四
七
七
〜
四
七
八
頁
）

図
３　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

図
４

、
５　

LCSD
 M
useum

s Collection Search Portal
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図
６　

楊
涵
編
『
中
国
美
術
全
集　

絵
画
編
７

明
代
絵
画　

中
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
八
八

図
７　

河
野
元
昭
著
『
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
：
小
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
26
巻
』
一
九
九
一

図
８

、
９　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン


